
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Red Hatラーニングサブスクリプション（RHLS）Basic 
クイックスタートガイド 
Red Hat®ラーニングサブスクリプションBasicへようこそ。RHLS Basic利用者は、すべてのRed Hat
トレーニングをご自身のペースで1年間アクセスできるほか、以下の機能にもアクセスできます。 

 
●​ 開発中のコースへのアクセス 
●​ クラウドベースのラボ - Red Hat環境での400時間の実習 
●​ テキストのダウンロード - 1サブスクリプションあたり10冊まで（1日の上限は1冊まで） 

 
ログイン 
https://rol.redhat.com/rol/app/ 
からRed Hatユーザー名でログインしてください。 

 
 

ホームページ 
 

サインインすると、ホームページにはコースの再開、コー　スの進
捗状況の確認、および学習目標の設定のためのダッシュボード
が表示されます。コースを開始するか、ラーニングパスを選択す
ると、ホームページから使用可能になります。学習中のすべての
コースを確認できるため、復習や今後のコースの確認が簡単にで
きます。 

https://rol.redhat.com/rol/app/


 
ホームページには、注目すべき機能が他にもあります。 

 
 
進捗状況トラッカー：ラボ時間とテキストのダウンロードのトラッカー 

 

 
 
言語：右上の言語を選択すると、プラットフォームのインターフェースがその言語に変わります。選択
した言語での翻訳がある場合には、コースのコンテンツも更新されます。翻訳が存在しないときに
は、コースは英語に設定されます。多くのコースは、さまざまな言語での翻訳が利用できます。それ
ぞれのコースで言語を選択すると、その設定は全体の設定とは別に保存されます。 

 

 
 
プロファイル：画面右上角の星印をクリックすると、下記のフィールドに限り、プロファイル情報を更新
できます。名前を更新すると、星印がイニシャルに更新されます。 

 

 
 
メニューの概要 

 
このセクションでは、RHLSの各ページについて説明します。 

 

 

 



カタログ：ここには、コース、エキスパートセミナー、
認定試験など、RHLSのすべてのトレーニングコン
テンツのリストが表示されます。検索バーから、
キーワードでコンテンツを検索できます。また、検
索結果を配信形式、製品、カテゴリー、言語で絞り
込めるため、トレーニング目標に合った正確なコン
テンツを簡単に絞り込むことができます。 
 

 
 
 
ラーニングパス： Red Hat認定を獲得するための
ロードマップが表示されます。 
各ラーニングパスは、関連する製品または受講者
のスキルごとに異なっています。現在、20 以上の
パスがあり、大まかなスキルの習得や、認定獲得
に向けて利用できます。 
また、各個人のオリジナルのスキルパスを作成し、
管理することができます。 

 

 
 
レポート：コースの進捗状況、ラボの使用状況、および認定試験の登録状況を確認できます。また、
このページからレポートをダウンロードできます。 
 
ダッシュボード：レポート機能と同様、ダッシュボードは、コースの進捗状況、ラボの使用状況、試験の
ステータスに加えて、学習したトレーニングコンテンツの量と合計時間に関するデータを提供します。
これらのレポートをダウンロードすることができ、マネージャーと共有することも可能です。 

 
コミュニティ：このリンクをクリックすると、Red Hatラーニングコミュニティ（RHLC）のページをご参照い
ただけます。これは、技術的スキルの提供、学習、構築、適応のサポートを目的としたオープンでコ

ラボレーティブなラーニングプラットフォームです。メンバーになって、他の学習者やRHLS利用者とつ
ながりましょう。ログインすると、ディスカッションへの参加、質問の投稿、バッジのアンロック、ラーニ

ングビデオのプレビュー、ベストプラクティスの共有、Red Hat製品のマスターに意欲的な技術者との
交流などが可能になります。Red Hatラーニングコミュニティを活用して、RHLSでの学習を補足し、
オープンソース学習を進めましょう。日本人向けのラーニングコミュニティもあります 

 

http://learn.redhat.com/
https://learn.redhat.com/t5/GLS-Japan-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E5%90%91%E3%81%91%E5%AD%A6%E7%BF%92%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3/gh-p/board_1


Early Access(初期アクセス-開発中のコース)：Red Hatトレーニングは継続的に新しいコンテンツを
開発しています。Early Accessにより、利用者は開発中のコースに、一般公開前にアクセスできます。
コンテンツを試用して、フィードバックすることができます。この開発中のコースは、頻繁に変更されま
す。新しいコースは開発されるごとに追加され、全コースが完成すると、一般のコースカタログに移動
されます。 
 

 
ピアサポート：各RHLSコースでは、Red Hatラーニングコミュニティのコースグループにアクセスでき
ます。コースグループに参加することで、特定のコーストピックに関する情報交換を、受講者同士はも
ちろん、Red Hatのエキスパートやインストラクターとも行うことが可能です。学習中につまずいた際
は、ぜひ参考にしてみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　サポート 

●​ サポートに連絡：RHLSを使用中、ポータルに問題が発生したときには、ポータルの左上の『サ
ポート』をクリックしサポートケースを開きます。 
（たとえば、ラボが正常に動作しない、試験が登録できない場合などで問題の内容に関する質
問や演習内容に関する質問ではございません）​
すると画面、右側に入力フォームが表示されるのでこちらに状況を入力します。​
スタッフがRHLSの管理を技術レベルからサポートします。（日本語対応可能） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



また、下記チャット機能よりサポートを依頼することも可能です。 
チャットに入力すると対応可能なエキスパートが返答し、課題の解決をお助けします。 
（日本語対応可能です、ただしAIによる翻訳機能を使用した対応となります） 

 

　　　　  
 

　　　　  
 

 
●​ Red Hatアドバイザー： 1年を通じて定期的にメールで連絡、トレーニング目標の達成をサ
ポートします。Red HatアドバイザーはRed Hatトレーニングの主な連絡先となり、質問に答え
たり、デモを実行したりします。時期が来ると、トレーニングスペシャリストはRHLSの更新をお
手伝いします。 

 
 
 
 
 



学習の開始 
実際のトレーニングと認定試験にアクセスする方法について説明します。 

 
ラーニングパスの登録：Skill Pathsのタブから、自身の学習と認定資格取得のために最適なパスを
選択してください。パスを登録すると、ホームページの「マイラーニングパス」セクションに追加されま

す。 
 
ラーニングパスを展開すると、次のものが表示されます。 

●​ パスを構成するコースと認定試験 
●​ 各コースの詳細、前提条件、対象者 
●​ パス内のコースの完了率 
●​ パス全体の完了率 

 
コースの受講を開始するときには、コースと教材について注意すべきことがいくつかあります。 
 

●​ テキストのダウンロード：1年間のRHLS受講期間中、合計10回までのテキストをダウンロードで
きます。1日のDLの上限は1冊となります。 

 
●​ ラボ：各コースにはそれぞれラボ環境が用意されていて、学習にあたって練習教材に取り組
むことができます。コースを開始する前、ラボを起動してください。ラボによっては起動に時

間がかかるため、このようにすると、必要なときにすぐに使用できます。ラボはコース内の

Lab Environment タブから実施できます。 
 

 
     

 
●​ 受講証明書：各コースには受講証明書があり、コースの75%を完了するとダウンロー
ドできます。Topページ右上のプロフィール、Achievementsに表示されるCertificationを
クリックしてください。そこからCredyのページへ移動し、受講バッジを取得できます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

●​ Red Hat Training Bookshelf：トレーニングで使用される教材をWebベースおよび
ePub形式で入手できるプラットフォームです。Bookshelfはブラウザでアクセスが可能
で、オフライン環境でも利用ができる電子書籍です。 

 
 
 

 



詳細について 
 
RHLSの詳細については、Red HatラーニングサブスクリプションのFAQをご覧になるか、以下お問
い合わせ先までご相談ください。 
support.japan.training@redhat.com 
 
 

 
 
Appendix 
 
レッドハットアカウントの登録とアカウントの動作確認について 
 

1）レッドハットアカウントの登録 
　・レッドハットアカウントをお持ちでない方は、以下のリンクよりアカウントの登録を 

お願い致します。 
　　https://www.redhat.com/cms/managed-files/Account_Registration_Guide.pdf 
​

　　上記のドキュメントをご参照ください。 
　　お名前は、ローマ字での作成をお願い致します。（漢字、カナ、特殊記号はNG） 

      メールアドレス以外での作成を推奨いたします、 

　　 
　・既にレッドハットアカウントをお持ちの方 
　　登録のお名前が漢字表記の場合は、ローマ字へ変更をお願い致します、 

（漢字、カナ、特殊記号はNG） 
　　レッドハットのアカウントの詳細(www.redhat.comにログイン)より変更が可能です。 

  

2）レッドハットアカウントの動作確認 
　　以下のレッドハット学習管理システムにログインし自身のメニュー画面をご参照ください。 
　　Webページが参照できれば、レッドハットアカウントの登録は完了です。 
　　https://training-lms.redhat.com/sso/saml/auth/redhat 
 

3）レッドハットアカウントとパスワードの保管 
　　ログイン頂いたレッドハットアカウントでのアカウント、パスワードは 
　　RHLSにログインする際に使用しますので自身にて保管をお願いします。 

 

 

https://www.redhat.com/en/resources/red-hat-learning-subscription-faq
https://www.redhat.com/cms/managed-files/Account_Registration_Guide.pdf
http://www.redhat.com
https://training-lms.redhat.com/sso/saml/auth/redhat

